
（別紙３）

〜 2025年3⽉3⽇

（対象者数） 21名 （回答者数） 20名

〜 2025年3⽉10⽇

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・専⾨的なスタッフが増えた為、専⾨的な⽀援を増やして
いる。

2

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・強度⾏動障害児がパニックになった際、対応できる部屋
へなかなか⾏けない為、どのようにすれば落ち着いて過ご
す事が出来るのか改善が必要。

2

3

○事業所名 ひまわり

○保護者評価実施期間 2025年2⽉22⽇ ⼟曜⽇

○保護者評価有効回答数

2025年3⽉3⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年3⽉10⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・個別のスペースが少なかったり、広さが⾼学年になると狭
く感じる。

・⾝体拘束をしている児童に対して、どのようにすれば⾝体
拘束をしなくてすむのかが現在の課題

・アットホームなところ ・職員が明るく馴染みやすい。 ・関係性の構築
信頼関係を作り、児童の様⼦等察知出来るよう関係性を作
る。

・多機能型なので、放課後等デイサービスの時間でも児童発
達⽀援の児童などもいて年齢が離れている児童との触れ合い
が出来る。

・他害のある児童が他の児童も同じ空間で居る為、何かあっ
た際に素速く対応出来るよう意識している。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


